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２
０
２
２
平
和
行
進
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
『
歩
く
』
こ
と
を
基
本
に
自
治
体
要

請
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。
東
京
は
５
月
６
日
に
ス
タ
ー
ト
。
愛
媛
コ
ー

ス
は
５
月

22

日
、
香
川
・
愛
媛
県
境
で
引
き
継
い
で
ス
タ
ー
ト
し
、
行
進
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
平
和
行
進
の
と
り
く
み
方
に
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
、
当
面
愛
媛
コ
ー
ス
は
『
歩
く
』
こ
と

を
念
頭
に
し
た
コ
ー
ス
設
定
を
し
、
６
月
５
日
高
知
県
境
ま
で
平
和
行
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

日日 日日
本本 本本
政政 政政
府府 府府
はは はは
核核 核核
兵兵 兵兵
器器 器器
禁禁 禁禁
止止 止止
条条 条条
約約 約約
にに にに
参参 参参
加加 加加
をを をを
。。 。。
核核 核核
戦戦 戦戦
争争 争争
阻阻 阻阻
止止 止止
にに にに
はは はは
核核 核核
廃廃 廃廃
絶絶 絶絶
ここ ここ
そそ そそ

２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は

60

カ
国
（
４
／

30

現
在
）
が
批
准
し
て
い
ま
す
。
今

年
１

月
核
保
有
５
カ
国
が
「
核
戦
争
を
防
ぎ
、
軍
拡
競
争
を
避
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
」
を
発
表

し
「
核
戦
争
を
決
し
て
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
宣
言
。
し
か
し
２
月

24

日
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
開
始
さ
れ
、
核
兵
器
の
使
用
ま
で
示
唆
す
る
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
法
違
反
の

暴
挙
に
対
し
、
国
連
総
会
は
３
月
２
日
「
ロ
シ
ア
を
非
難
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求
め
る
決
議

案
」
を
１
４
１
か
国
の
賛
成
で
採
択
。
世
界
各
地
で
反
戦
平
和
を
求
め
る
声
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
で
は
こ
の
危
機
に
乗
じ
て
「
核
共
有
」
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」
の
検
討
な
ど
軍
事
力
強

化
や
９
条
改
憲
へ
の
策
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
武
力
で
対
峙
し
緊
張
を
高
め
合
う
こ
と
ほ
ど
愚
か

で
危
険
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
平
和
憲
法
に
依
拠
し
て
外
交
や
経
済
、
文
化
交
流
な
ど
を
深
め
、

世
界
の
平
和
秩
序
を
つ
く
る
た
め
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。

〇
６
／

12原
水
禁
四
国
大
会

in高
知
（

web）
、
８
月
世
界
大
会
参
加
を

〇

37年
連
続
で
全
自
治
体
を
訪
問
し
ま
す
！

〇
日
本
に
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
求
め
る
署
名
に
と
り
く
み
、
実
現
を
！

〇
県
内
全
自
治
体
の
「
非
核
自
治
体
宣
言
」
に
基
づ
く
行
政
の
推
進
を
！

〇
全
県

15地
域
に
平
和
行
進
の
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
と
り
く
も
う
！

〇
核
禁
条
約
を
力
に
核
兵
器
廃
絶
を
。
憲
法
改
悪
反
対
。
原
発
ゼ
ロ
へ
！
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今
年
は
被
爆
か
ら

77

年
。
１
９
５
８
年
の
第
１
回
行
進
か
ら
毎
年
全
国
で
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
」
の
願
い
を
つ
な
ぐ
平
和
行
進
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
へ
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

被
爆
者
を
先
頭
に
し
た
市
民
の
平
和
を
願
う
小
さ
な
活
動
は
核
兵
器
禁

止
条
約
発
効
へ
結
実
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
る
意
見
書
決
議
は
６
３
２
自
治
体
（
３
／

28

現
在
）
が
採
択
と
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展
な
ど
、
草
の
根
の
力
は
小
さ
く

と
も
変
化
を
生
み
出
せ
ま
す
。
す
べ
て
の
国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

平平 平平
和和 和和
のの のの
使使 使使
者者 者者
・・ ・・
千千 千千
羽羽 羽羽
鶴鶴 鶴鶴
をを をを
８８ ８８
月月 月月
９９ ９９
日日 日日
、、 、、
愛愛 愛愛
媛媛 媛媛
かか かか
らら らら
送送 送送
りり りり
まま まま
すす すす
！！ ！！

『
平
和
の
使
者
』
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
運
動
は
、
今
年
で

33

年
目
。
こ
れ
ま
で
世
界

33

カ
国

91

団
体
・
個

人
へ
５
１
４
万
１
千
羽
を
送
り
、
海
外
と
の
国
際
連
帯
を
広
げ
て
い
ま
す
。
愛
媛
の
草
の
根
の
運
動
と
し
て
、

職
場
、
家
庭
な
ど
で
平
和
の
思
い
を
込
め
て
折
り
ま
し
ょ
う
（
１
羽
１
円
募
金
に
も
ご
協
力
を
）
。

８
月
９
日
に
「
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
つ
ど
い
」
を
教
育
会
館
で
行
い
ま
す
。

６６ ６６
月月 月月
５５ ５５
日日 日日
にに にに
四四 四四
国国 国国
ココ ココ
ーー ーー
スス スス
終終 終終
結結 結結
！！ ！！

四四 四四
国国 国国
大大 大大
会会 会会
、、 、、
広広 広広
島島 島島
・・ ・・
長長 長長
崎崎 崎崎
へへ へへ
！！ ！！

６
月
５
日
に
愛
媛
・
高
知
県
境
で
四
国
一
周
し
、
四
国
２
コ
ー
ス
が
同
時
に
終
結
。
そ
の
後

12

日
に
四
国
大

会

in

高
知
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
を
開
催
予
定
。
８
月
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
向
か
う
平
和
行
進
団
と
合
流
し
ま
す
。

5月22日（日）愛媛・香川県境で引き継ぎ、

四国中央市行進

23日（月）四国中央市要請、新居浜市要請＆行進

24日（火）西条市要請＆行進

25日（水）上島町要請＆行進、今治市要請＆行進

26日（木）東温市要請＆行進、砥部町要請＆行進

27日（金）県・県議会要請、松山市要請

久万高原町要請＆行進

29日（日）松山行進

30日（月）松前町要請＆行進、伊予市要請＆行進

31日（火）伊方町要請＆行進、大洲市要請＆行進、

内子町要請＆行進

6月 1日（水）西予市要請＆行進、

八幡浜市要請＆行進

2日（木）松野町要請、鬼北町要請

3日（金）愛南町要請、宇和島市要請＆行進

5日（日）愛媛・高知県境まで行進

→ 四国コース終了

※4/9時点の計画
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平和行進愛媛県実行委員会は、

ブログを開設し、各地での自治体

要請など、とりくみのようすを伝

えています。

核兵器のない世界をめざして、

とりくみましょう！

愛愛愛愛媛媛媛媛をををを歩歩歩歩ここここうううう！！！！国国国国民民民民平平平平和和和和大大大大行行行行進進進進ブブブブロロロロググググ

https://heiwakoushinehime.hateblo.jp/

FFFFAAAACCCCEEEEBBBBOOOOOOOOKKKKペペペペーーーージジジジ

https://www.facebook.com/heiwakoushinehime/

ＤＤＤＤＶＶＶＶＤＤＤＤはははは「「「「県県県県原原原原爆爆爆爆被被被被害害害害者者者者のののの会会会会」」」」がががが被被被被爆爆爆爆77770000年年年年記記記記

念念念念事事事事業業業業ととととししししてててて「「「「再再再再びびびび被被被被爆爆爆爆者者者者ををををつつつつくくくくららららせせせせなななないいいい」」」」のののの願願願願

いいいいをををを込込込込めめめめてててて、、、、県県県県内内内内のののの被被被被爆爆爆爆者者者者22224444名名名名がががが収収収収録録録録にににに応応応応じじじじ

ててててくくくくれれれれままままししししたたたた。。。。総総総総計計計計11117777時時時時間間間間22225555分分分分をををを11116666人人人人33330000分分分分のののの

形形形形にににに編編編編集集集集しししし、、、、従従従従来来来来のののの体体体体験験験験記記記記をををを映映映映像像像像化化化化。。。。生生生生身身身身のののの人人人人

間間間間がががが伊伊伊伊予予予予弁弁弁弁でででで語語語語るるるる被被被被爆爆爆爆証証証証言言言言がががが、、、、核核核核兵兵兵兵器器器器のののの恐恐恐恐ろろろろ

ししししささささがががが実実実実感感感感をををを伴伴伴伴いいいい伝伝伝伝わわわわっっっっててててききききまままますすすす。。。。視視視視聴聴聴聴・・・・頒頒頒頒布布布布

ななななどどどどににににつつつついいいいてててて、、、、詳詳詳詳ししししくくくくははははおおおお問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせくくくくだだだだささささいいいい。。。。

平平平平和和和和行行行行進進進進パパパパンンンンフフフフレレレレッッッットトトト ががががああああつつつついいいい。。。。被被被被爆爆爆爆体体体体験験験験伝伝伝伝ええええるるるる「「「「原原原原爆爆爆爆とととと人人人人間間間間」」」」展展展展ななななどどどどのののの実実実実施施施施をををを

今年も平和行進実行委員会で平和行政アンケートにとりくみます。結果をもとに、県内市町での平和行政の推進を要請しましょ

う。平和行進パンフレットは「核兵器禁止条約」など資料を豊富に扱い、自治体平和行政のとりくみ・意見書決議など状況一覧を

はじめ、原水爆禁止運動のあゆみ、米軍機低空飛行目撃情報など、資料集としても使えるものをめざします。

また県原爆被害者の会作成ＤＶＤ「未来への伝言」、平和行進の映画「一歩でも二歩でも」の上映もお薦めします。実行委員会

から貸出も可能です。「原爆と人間」パネルを活用した「原爆パネル展」なども開催しましょう。

ロロロロシシシシアアアアののののウウウウククククラララライイイイナナナナ侵侵侵侵略略略略にににに対対対対しししし大大大大ききききなななな世世世世論論論論とととと行行行行動動動動をををを。。。。気気気気候候候候変変変変動動動動ななななどどどど解解解解決決決決へへへへ世世世世界界界界ととととのののの協協協協力力力力・・・・連連連連帯帯帯帯ここここそそそそ

ウクライナでの戦争が続き、多くの市民が犠牲にされています。ロシアの侵攻は、他国への武力の行使を禁じた国連憲章違反、市民や子ども、学校

や病院への攻撃は、国際人道法違反の犯罪です。日本から、世界から声を上げ、ロシアの軍事行動を止めさせ、撤退させましょう。核兵器の使用を

絶対に許してはなりません。平和と安全は、際限のない軍事力の増強では守れませ

ん。核兵器の運用を｢共有｣するなどとんでもない話です。それは日本国憲法が禁じ

る戦争への道、破滅への道です。平和と安全を守る力は、圧倒的な国際社会と世界

諸国民の世論と行動です。６月ウィーンで、核兵器禁止条約の会議が開かれます。

日本は、世界でただ一つ、国民が原爆の悲惨さを体験した国です。唯一の被爆国

として、核兵器禁止条約に署名・批准して、核兵器のない世界の実現に力を尽くすよ

う、国民が力を合わせて要求しましょう。

気候変動、環境破壊など、人類の生存と地球の未来に関わる問題も放置できませ

ん。核兵器廃絶とともに共同して取り組むことが求められています。


